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着
々
と
進
む「
90
周
年
」

記
念
講
演
は「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
」モ
デ
ル

生
徒
ロ
ッ
カ
ー
は
更
新
終
了

　

創
立
90
周
年
記
念
事
業
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
記
念
ロ
ゴ

マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
す
で
に
決
ま
り
、
披
露
さ
れ
ま
し

た
。「
同
窓
会
会
報
」
第
60
号
で
紹
介
さ
れ
た
通
り
で
す
。
教
育
環

境
整
備
の
一
環
と
し
て
購
入
さ
れ
た
生
徒
用
ロ
ッ
カ
ー
は
３
月
24
日

に
新
旧
入
れ
替
え
が
あ
り
ま
し
た
。
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
９
月
の
記

念
式
典
へ
向
け
て
歩
む
記
念
事
業
の
進
行
状
況
を
、
校
内
企
画
委
員

会
の
班
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。�

（
一
ノ
瀬
泰
宏
教
諭　

高
36
）

【
記
念
式
典
】

　

秋
分
の
日
の
９
月
23
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
講
堂
で

開
か
れ
ま
す
。
式
典
の
ほ
か
代
表

生
徒
発
表
会
（
海
外
研
修
、
２
年

Ｐ
Ｃ
、
理
数
科
課
題
研
究
）、
吹

奏
楽
部
演
奏
会
が
あ
り
ま
す
。

【
記
念
誌
】

　

資
料
を
収
集
し
、
原
稿
を
作
成

し
、
現
在
校
正
中
で
す
。
今
後
、

記
念
行
事
の
資
料
、
原
稿
を
順
次

挿
入
し
、
11
月
１
日
発
行
、
年
内

配
布
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
記
念
講
演
・
記
念
ロ
ゴ
】

　

記
念
講
演
会
は
６
月
12
日
午
後

１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で
講
堂
で

開
き
ま
す
。講
師
は「
下
町
ロ
ケ
ッ

ト
」
の
モ
デ
ル
と
い
わ
れ
る
植
松

電
機
（
北
海
道
赤
平
市
）
カ
ム
イ

ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ク
ス
（
同
）
両
社

の
代
表
取
締
役
、
植
松
努
氏
で
す
。

　

記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は
平
成
28
年
１
学
期
末

に
生
徒
・
職
員
な
ど
に
募
集
。
選

考
の
結
果
、
ロ
ゴ
は
谷
口
由
乃
佳

さ
ん
（
現
３
の
10
）、
フ
レ
ー
ズ

は
永
留
美
香
教
諭
の
作
品
に
決
定

し
、
11
月
７
日
芸
術
鑑
賞
後
に
披

露
し
ま
し
た
。

【
記
念
試
合
】

　

９
月
17
日
（
日
）、
10
～
16
時

の
予
定
で
本
校
体
育
館
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
実
施
し
ま
す
。
出
場
す
る

の
は
ラ
グ
ビ
ー
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、

男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
す
。

【
海
外
派
遣
】

　

７
月
20
日
か
ら
25
日
ま
で
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
パ
ー
ス
と
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
派
遣
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
研
修
を
行
い
ま
す
。
４
月
中

に
２
年
９
名
、
３
年
５
名
、
計
14

名
の
代
表
生
徒
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
事
前
研
修
会
後
に
実
施
し

ま
す
。
帰
国
後
、
記
念
式
典
で
報

告
会
を
開
き
ま
す
。

【
物
品
選
定
】

　

記
念
式
典
で
配
布
す
る
来
賓
用

記
念
品
と
生
徒
用
記
念
品
、
そ
し

て
生
徒
用
ロ
ッ
カ
ー
に
決
定
し
ま

し
た
。
記
念
品
は
記
念
式
典
当
日

ま
で
公
表
は
控
え
ま
す
。

◇　
　
　

◇

　

90
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
取

り
組
み
が
始
動
し
た
の
は
２
年
前

の
平
成
27
年
６
月
24
日
で
、
組
織

や
事
業
内
容
の
概
要
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
同
年
９
月
に
第
１
回
企

画
委
員
会
が
、
真
海
誠
司
副
校
長

（
当
時
）
を
中
心
に
10
人
の
教
職

員
で
開
か
れ
ま
し
た
。
６
回
程
論

議
を
重
ね
、
記
念
事
業
の
方
向
性

と
原
案
の
作
成
、
予
算
の
見
積
も

り
、
生
徒
・
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
と
集
約
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　

平
成
28
年
３
月
に
は
、
学
校
、

同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
３
者
で
構
成

さ
れ
た
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が

発
足
。
３
回
の
会
議
で
記
念
事
業

の
組
織
の
確
認
や
内
容
の
検
討
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
同
年
５
月
、
第
１
回
創

立
90
周
年
記
念
事
業
校
内
企
画
委

員
会
が
、
松
井
三
義
副
校
長
を
中

心
に
14
人
の
教
職
員
で
開
か
れ
ま

し
た
。
前
述
の
６
班
に
分
け
た
後
、

各
班
で
検
討
、
準
備
、
交
渉
な
ど

を
進
め
、
第
４
回
ま
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

会
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
１
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
６
月
４
日
の
総
会
、

関
西
・
首
都
圏
な
ど
の
支
部
総
会
、

定
時
制
・
丘
女
会
・
年
次
・
会
社

団
体
の
定
時
集
会
な
ど
各
種
の
集

い
に
参
加
し
ま
し
た
。
出
席
し
た

皆
さ
ん
が
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、

喜
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。

　

一
方
、
昨
年
４
月
に
は
熊
本
震

災
が
あ
り
、
総
会
で
募
っ
た
義
援

金
を
、
熊
本
・
大
分
両
支
部
に
送

り
ま
し
た
。
速
や
か
な
復
興
を
お

祈
り
し
ま
す
。

　

英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
米
国
の
新

大
統
領
の
言
動
、
Ｉ
Ｓ
関
連
の

各
地
で
の
テ
ロ
な
ど
世
界
は
不

安
、
混
迷
の
状
態
で
す
。
そ
の
中

で
、
気
心
の
知
れ
た
友
人
知
人
と

の
語
ら
い
や
酒
食
を
共
に
す
る
喜

び
、
安
心
・
安
全
な
居
場
所
を
持

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
松
尾

前
校
長
の
後
任
と
し
て
着
任
い
た

し
ま
し
た
。
県
下
屈
指
の
歴
史
と

伝
統
を
誇
る
本
校
の
創
立
90
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
ご
縁
を

校
長
　
早
野
　
祐
子

脈
々
の
建
学
理
念
に
感
銘

つ
癒
し
の
時
間
は
貴
重
な
体
験
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

同
窓
会
は
友ゆ

う

誼ぎ

を
深
め
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。
更
に
盛
ん
に

な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

今
年
は
母
校
創
立
90
周
年
で
す
。

総
会
担
当
の
40
回
生
が
節
目
の
盛

会
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
く
れ

て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

母
校
へ
は
、
例
年
の
教
育
支
援

事
業
に
加
え
、
在
校
生
全
員
に
使

い
や
す
い
ロ
ッ
カ
ー
を
贈
り
ま
し

た
。

　

１
０
０
周
年
を
期
し
、
校
舎
全

面
改
築
を
県
知
事
に
要
請
し
て
き

ま
し
た
が
、
新
年
度
予
算
で
（
第

一
歩
が
）
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
大

き
く
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

３
月
の
卒
業
生
は
今
年
も
難
関

大
学
に
素
晴
ら
し
い
実
績
を
あ
げ

て
く
れ
、
４
４
０
人
の
新
入
生
も

キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
で
入
学
し
て
き

ま
し
た
。

　

新
し
い
早
野
校
長
体
制
の
母

校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
な
が
ら
筑

紫
丘
高
校
の
発
展
に
寄
与
し
て
ま

い
り
ま
す
。

着
任
あ
い
さ
つ

会
長
　
生
田
　
征
生（
高
15
）

校
舎
全
面
改
築
へ
第
一
歩

会
長
あ
い
さ
つ

大学等合格者数
（　）内は現役　平成29年4月3日現在

種別 大学名 平成29年 平成28年 平成27年 平成26年 平成25年

国
立
大
学

九 州 大 110（76）110（74） 83（50）135（87）132（86）
佐 賀 大 23（15） 27（17） 10（7） 12（10） 15（10）
熊 本 大 24（15） 23（16） 12（9） 21（13） 17（10）
大 阪 大 14（10） 15（6） 23（15） 15（9） 9（4）
広 島 大 8（4） 15（5） 7（6） 5（1） 10（6）
九 州 工 大 27（14） 12（6） 24（15） 10（5） 14（10）
京 都 大 10（7） 11（4） 19（10） 14（6） 6（3）
東 京 大 10（7） 8（3） 6（4） 14（8） 8（2）
鹿 児 島 大 5（2） 7（4） 11（5） 3（2） 7（2）
福岡教育大 16（14） 6（6） 17（15） 12（10） 10（9）
長 崎 大 9（3） 6（3） 12（6） 3（1） 14（8）
横浜国立大 5（2） 6（3） 4（3） 6（1） 6（3）
一 橋 大 1（0） 4（4） 4（4） 2（1） 2（2）
神 戸 大 5（3） 4（3） 4（2） 6（4） 8（6）
東京学芸大 2（2） 3（2） 2（1） 3（2） 2（1）
千 葉 大 5（4） 2（2） 3（1） 5（3） 0（0）
山 口 大 2（0） 2（1） 3（1） 3（2） 2（1）
北 海 道 大 2（1） 2（1） 6（3） 2（2） 4（1）
筑 波 大 2（2） 2（1） 3（2） 7（5） 3（3）
富 山 大 1（0） 2（0） 0（0） 0（0） 0（0）
東 北 大 0（0） 2（0） 2（1） 2（1） 1（1）
大 分 大 3（0） 2（0） 2（1） 2（2） 1（0）
岡 山 大 0（0） 1（0） 3（2） 0（0） 2（0）

公
立
大
学

福岡女子大 17（16） 12（11） 11（11） 18（16） 3（3）
北九州市立大 1（1） 2（2） 4（3） 0（0） 7（5）

国公立大学合計 340（215）313（189）298（187）326（209）303（183）

私
立
大
学

福 岡 大 99（50） 99（50） 114（74） 106（46） 77（33）
西南学院大 138（112） 90（70）114（101）134（106）116（88）
立 命 館 大 60（26） 67（25） 66（23） 68（20） 68（32）
明 治 大 26（12） 49（25） 31（8） 32（4） 31（10）
同 志 社 大 34（16） 50（17） 46（13） 59（15） 40（15）
東 京 理 大 30（5） 30（7） 47（9） 25（5） 25（3）
早 稲 田 大 27（7） 22（14） 19（10） 31（8） 20（9）
中 央 大 36（16） 19（9） 17（9） 34（5） 14（6）
青山学院大 5（2） 12（2） 11（6） 0（0） 0（0）
慶応義塾大 9（7） 11（4） 16（6） 14（4） 16（6）
法 政 大 14（5） 10（4） 14（7） 10（1） 11（4）
関西学院大 14（5） 8（5） 14（5） 22（3） 14（7）
近 畿 大 27（2） 7（4） 10（2） 0（0） 8（3）
中村学園大 4（4） 5（5） 9（9） 15（13） 8（8）
立 教 大 3（2） 5（1） 0（0） 10（3） 6（4）
私立大学合計 624（315）557（281）636（326）665（275）559（275）

大学校・短大学・専門学校等 16（11） 5（4） 13（12） 15（11） 19（11）

東大はじめ現役が健闘
前年と同数の九大１１０人

　現在、アクティブラーニングの導入などをはじ
めとして ｢新しい学力｣ が求められ、入試改革
が次 と々推し進められています。センター試験も
３年後にはなくなり、新たな入試制度へと移行
することになっています。
　そうした中で、本校69回生は現行の制度下
で受験に臨みました。周りに惑わされることなく
高い目標を掲げて果敢にチャレンジし、上記の
表の通り大変素晴らしい実績を収めてくれました。
九州大学については前年度と比べて現役の受
験者数は減少しましたが、現役・既卒生合わ
せた合格者数は前年度と同数の110人。これに
加えて東京大学が10人、京都大学も10人。東
大も京大も現役は７人ずつで、現役生が本当に
よく頑張ってくれました。
　こうした実績を上げることができたのも、社会
人講演会や東京研修をはじめ多方面にわたって
ご尽力いただいた同窓会の皆さま方、さらにＰＴ
Ａの皆さま方のご協力・ご支援のおかげと大変
感謝しております。今後とも今まで同様のご指
導・ご鞭撻のほど重ねてお願い申し上げます。

（筑紫丘高校進路指導部）

い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ

と
を
こ
の
上
な
い
喜
び
と
し
て
、

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
校

発
展
の
た
め
精
い
っ
ぱ
い
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
３
月
末
、
業
務
引
き
継
ぎ

の
た
め
訪
問
し
ま
し
た
折
、
校
長

室
に
掲
げ
ら
れ
た
「
剛
健
、
叡
知
、

創
造
」
と
い
う
、
人
と
し
て
の
理

想
の
生
き
方
を
示
し
た
校
訓
、
そ

し
て
万
葉
集
研
究
の
大
家
で
あ
る

高
木
市
之
助
先
生
の
作
詞
さ
れ
た

格
調
高
い
校
歌
に
強
い
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
初
代
校
長
生
田
徳
太

郎
先
生
は
「
筑
紫
魂
」
を
備
え
た

日
本
を
背
負
っ
て
立
つ
優
秀
な
人

材
の
輩
出
を
建
学
の
理
念
と
さ
れ

た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
精

神
は
、
こ
の
校
訓
、
校
歌
と
と
も

に
同
窓
生
の
皆
さ
ま
方
に
よ
り
今

日
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き

た
も
の
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
７
日
に
は
、
生
田
征
生
同

窓
会
長
を
は
じ
め
、
多
数
の
同
窓

会
の
皆
さ
ま
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

無
事
入
学
式
を
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
応
援
団
の
指
揮
の
下
に
歌
わ

れ
る
力
強
い
校
歌
と
エ
ー
ル
に
、

新
入
生
４
４
０
人
は
本
校
生
徒
と

し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
た
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
ご
芳
志
を
も
っ
て
教

育
環
境
の
整
備
も
図
ら
れ
、
創
立

90
周
年
記
念
式
典
、
記
念
行
事
の

準
備
、
さ
ら
に
創
立
１
０
０
周
年

を
視
野
に
入
れ
た
校
舎
改
築
の
計

画
も
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
会
員
の
皆
さ
ま
方
の
平

素
よ
り
の
ご
理
解
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の

栄
え
あ
る
節
目
の
年
に
更
な
る
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
末

に
は
す
で
に
記
念
事
業
の
ひ
と
つ

で
あ
る
生
徒
ロ
ッ
カ
ー
が
一
新
さ

れ
、
教
室
前
の
廊
下
が
と
て
も
明

る
く
な
り
、
学
習
環
境
が
大
い
に

改
善
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
の
う
れ

し
そ
う
な
顔
が
目
に
浮
か
ん
で
き

ま
す
。
そ
し
て
悲
願
で
あ
っ
た
老

朽
校
舎
の
建
て
替
え
に
向
け
た
基

本
構
想
の
予
算
が
つ
く
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
理
数
科

２
年
生
が
初
め
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
へ
の
修
学
旅
行
に
行
く
年
で

も
あ
り
ま
す
。
現
地
在
住
の
卒
業

生
の
全
面
的
な
ご
協
力
に
よ
り
充

実
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
筑

紫
丘
の
歴
史
に
残
る
、
皆
が
ワ
ク

ワ
ク
す
る
よ
う
な
多
く
の
出
来
事

が
ス
タ
ー
ト
す
る
記
念
す
べ
き

年
と
な
る
こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

個
人
的
な
こ
と
を
申
し
上
げ
れ

ば
、
教
員
人
生
最
後
の
年
に
、
企

画
・
立
案
し
た
こ
と
を
最
後
ま
で

見
届
け
た
か
っ
た
と
い
う
後
ろ
髪

を
引
か
れ
る
思
い
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
創
立
90
周
年
記
念
事

業
、
創
立
１
０
０
周
年
を
視
野
に

入
れ
た
校
舎
全
面
改
築
計
画
の
推

進
を
筑
紫
丘
の
応
援
団
と
し
て
見

　

こ
の
度

の
人
事
異

動
で
転
出

す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
母
校

勤
務
と
い
う
こ
と
で
一
日
一
日
幸

せ
を
感
じ
な
が
ら
過
ご
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
創
立
90
周
年
を
前
に

こ
の
よ
う
な
形
で
去
る
こ
と
に
な

り
、
大
変
寂
し
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
た
だ
、
私
が
筑
紫
丘

に
い
る
と
い
う
こ
と
で
特
に
30
回

生
と
の
絆
（
き
ず
な
）
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
う
れ
し
い
こ

と
で
し
た
。

　

母
校
勤
務
で
は
、
昔
と
の
違
い

に
戸
惑
う
面
も
あ
り
ま
し
た
。
特

に
校
歌
や
応
援
歌
な
ど
の
形
の
崩

　

第
33
回
関
西
支
部
総
会
・
親
睦

の
集
い
を
平
成
28
年
10
月
23
日
、

新
大
阪
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ

ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

福
岡
・
首
都
圏
か
ら
の
参
加
も
含

め
過
去
最
高
に
並
ぶ
１
３
６
人
が

集
い
ま
し
た
。

　

親
睦
の
集
い
で
は
、
恒
例
と

な
っ
た
席
替
え
シ
ャ
ッ
フ
ル
、

テ
ー
ブ
ル
対
抗
筑
高
ク
イ
ズ
、
ま

た
幹
事
学
年
を
中
心
と
し
た
記
念

品
・
郷
土
品
物
販
、
ビ
デ
オ
上
映

な
ど
盛
会
で
し
た
。
実
は
今
回
、

初
参
加
者
が
久
々
に
全
体
の
２
割

を
超
え
ま
し
た
。
そ
の
せ
い
も

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
二
次
会

参
加
者
も
１
０
０
人
を
超
え
る
な

ど
、
筑
高
パ
ワ
ー
の
す
ご
さ
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

会
の
最
中
に
寄
金
を
募
り
、
先

の
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
支
部

に
義
援
金
と
し
て
送
付
し
ま
し
た
。

前
校
長
　
松
尾
　
圭
子

退　　任
あいさつ

筑
紫
丘
の
応
援
団
に

　

第
69
回
生
の
同
窓
会
入
会
式
が

卒
業
を
控
え
た
２
月
28
日
、
本
校

講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
69
回
生

は
男
子
２
４
１
人
、
女
子
１
８
８

人
。

　

入
会
式
で
は
生
田
同
窓
会
長
、

松
尾
校
長
（
当
時
）
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
卒
業
生
へ
の
記
念
品
贈

呈
が
あ
り
ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら

は
定
期
総
会
へ
の
参
加
呼
び
か
け

を
は
じ
め
と
し
て
同
窓
会
の
行

事
・
活
動
内
容
に
つ
い
て
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
69
回
生
の
常
任

幹
事
２
人
と
各
ク
ラ
ス
幹
事
の
紹

介
が
あ
り
、
同
窓
会
へ
の
協
力
を

力
強
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

力
強
く
同
窓
会
入
会
式

　

人
事
異

動
に
よ
り

教
育
庁
へ

転
出
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
２
年
前
、

歴
史
と
伝
統
あ
る
筑
紫
丘
高
校
に

校
長
と
し
て
着
任
し
、
微
力
な
が

ら
人
間
性
豊
か
な
た
く
ま
し
い
人

材
の
育
成
、
世
界
に
貢
献
で
き
る

人
材
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
２
年
間
を
振
り
返
り
、

生
田
会
長
を
は
じ
め
、
同
窓
会
の

皆
さ
ま
の
本
校
教
育
活
動
に
対
す

る
ご
理
解
と
ご
支
援
に
支
え
ら
れ
、

思
う
存
分
仕
事
に
邁
（
ま
い
）
進

で
き
る
環
境
を
与
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
陰
で
頑
張
る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
懐

の
深
い
同
窓
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と

を
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
１

年
目
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ

た
私
を
、
門
司
前
会
長
を
は
じ
め
、

関
西
支
部
、
首
都
圏
同
窓
会
、
丘

女
会
の
皆
さ
ま
方
に
温
か
く
支
え

て
い
た
だ
き
、
勇
気
と
元
気
を
い

た
だ
き
、
学
校
の
活
性
化
に
邁
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
筑
紫

丘
で
の
２
年
間
は
同
窓
会
会
員
の

皆
さ
ま
方
に
支
え
ら
れ
、
励
ま
さ

れ
た
日
々
で
し
た
。

　

本
年
は
創
立
90
周
年
を
祝
う
節

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
生
田

同
窓
会
会
長
、
養
父
関
西
支
部
長
、

渡
辺
首
都
圏
同
窓
会
長
、
原
田
丘

女
会
会
長
、
そ
し
て
校
舎
全
面
改

築
促
進
期
成
会
の
皆
さ
ま
方
の
ご

尽
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
同
窓
会
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、

離
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
1
月
21
日
、
天
神
ス

カ
イ
ホ
ー
ル
で
新
春
の
集
い
を
開

き
ま
し
た
。
出
席
さ
れ
た
の
は
、

学
校
長
は
じ
め
学
校
４
役
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
、
各
種
委
員
会
委
員
な
ど

に
加
え
て
定
期
総
会
実
行
委
員
会

の
委
員
を
含
む
94
人
。
学
校･

Ｐ

Ｔ
Ａ
と
の
連
携
、
さ
ら
に
同
窓
会

へ
の
一
層
の
支
援
を
確
認
し
、
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

に
ぎ
や
か
に
新
春
の
集
い

前
副
校
長
　
松
井
　
三
義(

高
30)

応
援
歌
の
楽
譜
残
せ
た

れ
（
変
化
？
）
に
は
何
と
か
せ
ね

ば
と
の
思
い
が
強
く
、
改
め
て
伝

統
そ
し
て
歴
史
の
変
遷
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

応
援
歌
に
つ
い
て
は
、
元
々
口

伝
え
で
楽
譜
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

少
な
く
と
も
昭
和
50
年
ご
ろ
ど
う

だ
っ
た
か
を
吹
奏
楽
部
員
の
力
を

借
り
て
監
修
し
た
楽
譜
を
今
回
残

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
う
い
っ

た
こ
と
な
ど
も
っ
と
時
間
を
か
け

て
実
行
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、

中
途
で
去
る
こ
と
に
な
り
申
し
訳

な
い
気
持
ち
で
す
。

　

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
日
ご
ろ

か
ら
物
心
両
面
に
わ
た
り
多
大
な

ご
支
援
を
賜
り
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
私
は
学
校
を
去
り
ま
す
が
、

同
窓
生
の
一
人
と
し
て
ま
た
関

わ
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
一
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

募
金
さ
れ
た
方
々
に
御
礼
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復

興
を
祈
念
し
ま
す
。

　

関
西
支
部
で
は
、
若
手
交
流
を

目
的
と
し
た
年
１
回
の
「
ア
ン

ダ
ー
の
会
」、
ゴ
ル
フ
好
き
の
方

の
た
め
の
コ
ン
ペ
「
筑
友
会
」
を

年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ア
ン

ダ
ー
の
会
で
は
、
今
回
初
め
て

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
企
画
し
た
と
こ

ろ
、
非
常
に
好
評
で
し
た
。
筑
友

会
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
支
部
総
会
・
親
睦
の
集

い
は
10
月
22
日
、
梅
田
の
新
阪
急

ホ
テ
ル
で
開
催
予
定
で
す
。
興
味

を
持
た
れ
て
い
る
方
は
、
関
西

支
部H

P　

http://gaoka 
kansai.net/

か
ら
ご
登
録
を
。

過
去
の
総
会
の
様
子
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

堤　

一
弘
（
高
32
）

学
　
校
　
人
　
事

　

平
成
29
年
度
の
人
事
異
動
は
別
表
の
通
り
で
す
。
松
尾
圭
子
校
長

が
県
教
育
庁
理
事
へ
、
松
井
三
義
副
校
長
（
高
30
）
は
福
岡
魁
聖
高

へ
そ
れ
ぞ
れ
転
任
さ
れ
、
渡
部
一
雄
教
頭
は
本
校
副
校
長
に
昇
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
校
出
身
者
の
う
ち
宮
本
智
朗
教
諭
（
高
38
）
は
教
育
セ
ン
タ
ー

へ
異
動
。
筑
前
高
か
ら
転
入
さ
れ
た
荒
牧
祐
司
教
諭
は
高
32
で
す
。

　

こ
の
度

の
人
事
異

動
で
筑
前

高
校
か
ら

着
任
し
ま
し
た
。
こ
の
丘
の
上
で

楕
（
だ
）
円
球
を
追
い
、
初
の
花

園
出
場
を
果
た
し
た
際
に
は
、
同

窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
多
大
な
る
ご

尽
力
を
賜
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

教
員
と
し
て
他
校
勤
務
と
い
う
こ

と
に
甘
え
、
何
も
貢
献
で
き
ず
、

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
の
弟
は
39
回
生
、
妹
は
45
回

生
と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
私
は
生
徒
で
創
立
50
周
年
、

講
師
で
60
周
年
を
経
験
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
90
周
年
、
こ
の
節
目
節

目
に
在
籍
す
る
こ
と
が
で
き
る
喜

び
を
胸
に
、
教
員
と
し
て
の
残
り

の
時
間
を
母
校
の
伝
統
継
承
と
生

徒
の
進
路
実
現
の
た
め
に
力
を
尽

教
諭
　
荒
牧
　
祐
司(

高
32)

母
校
の
た
め
に
力
尽
く
す

平成29年度先生の異動一覧
転入等

職　名 氏　名 前　任

校　長 早野　祐子 香住丘高

副校長 渡部　一雄 筑紫丘高

教　頭 山本　博康 宗像高

主幹教諭 楢﨑　勝広 城南高

主幹教諭 吉澤　　新 筑紫丘高

教　諭 中村　公子 福岡高

教　諭 荒牧　祐司 筑前高

教　諭 豊野由紀子 春日高

教　諭 安井　好則 糸島高

教　諭 川野　祐一 玄洋高

教　諭 肥田　倫彦 新規採用

事務主査 田中　　亮 柏陵高

主任主事 松永　亮香 宗像高

進路指導室 宮原　昌子 新規採用

転出・退職
職　名 氏　名 転出先

校　長 松尾　圭子 教育庁理事

副校長 松井　三義 福岡魁誠高

主幹教諭 古賀　和義 退　職

主幹教諭 宮本　智朗 教育センター

教　諭 新谷　　勉 香住丘高

教　諭 古賀　誠道 糸島高

教　諭 松村　友孝 筑前高

教　諭 酒井真悠子 城南高

教　諭 木下　尚彦 筑紫中央高

英語活動指導員 トッド　フィッツパトリック 城南高

事務主査 前田　美和 伝習館高

主　事 藤田　元志 義務教育課

進路指導室 星原　寿代 退　職

非常勤講師 和田　美和 福岡西陵高

初参加者が２割超え関西支部総会・親睦の集い

く
す
覚
悟
で
す
。
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首
都
圏
同
窓
会
の
定
期

総
会
・
懇
親
会
は
平
成

28
年
11
月
12
日
、
目
黒

雅
叙
園
で
開
催
。
参
加
者

６
２
０
人
で
、
前
年
度
の

５
０
０
人
を
上
回
る
過
去

最
多
の
規
模
に
な
り
、
大

盛
況
の
内
に
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

　

当
番
幹
事
の
高
39
回
生

諸
氏
の
準
備
に
か
け
た
情

熱
と
努
力
に
深
く
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
生
田
同
窓

会
長
、
松
尾
校
長
を
は
じ

め
福
岡
、
関
西
よ
り
ご
参

加
、
ご
支
援
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
あ
ら
た
め
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

首
都
圏
同
窓
会
の
活
動

は
数
年
前
か
ら
始
め
た

春
の
「
新
大
学
生
歓
迎

会
」、７
月
の
「T

okyo 
H
ills

（
学
生
の
会
）」、

８
月
の
「
東
京
研
修
支

援
」、
９
月
「
ア
ン
ダ
ー

の
会
」
な
ど
を
経
て
11
月
の
「
総

会
・
懇
親
会
」
へ
と
つ
な
が
る
仕

組
み
で
回
っ
て
お
り
ま
す
。

　

多
岐
に
わ
た
る
イ
ベ
ン
ト
を
担

当
の
常
任
幹
事
と
そ
の
年
の
幹
事

学
年
・
学
生
代
表
が
う
ま
く
連
携

し
な
が
ら
進
め
て
お
り
、
各
イ
ベ

ン
ト
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
ノ
ウ

ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

常
任
幹
事
会
と
し
て
は
こ
の
好
回

転
の
サ
イ
ク
ル
を
維
持
し
つ
つ
、

新
し
い
試
み
（
年
会
費
の
振
り
込

み
な
ど
）
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
皆

さ
ま
が
絆
（
き
ず
な
）
を
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
心
を
配
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　

正
木　

聖
二
（
首
都
圏
同
窓
会

副
代
表　

高
35
）

記念館収蔵品紹介⑧
　

今
年
は
母
校
創
立
90
周
年

の
年
。
今
回
は
記
念
館
保
管

以
外
の
も
の
で
は
あ
る
が
、

創
立
当
初
の
遺
構
と
現
在
地

へ
の
移
転
当
初
の
名
残
の
も

の
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

　

母
校
は
福
岡
県
筑
紫
中

学
校
と
し
て
昭
和
２
年

（
１
９
２
７
）
４
月
筑
紫
郡

三
宅
村
（
現
福
岡
市
南
区
塩

原
四
丁
目
）
に
開
校
し
た
。

当
時
と
し
て
は
珍
し
い
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
て
。

以
来
、
今
年
で
満
90
歳
と
な

る
。た
だ
、前
年
の
大
正
15
年

（
１
９
２
６
）
６
月
28
日
に

文
部
大
臣
か
ら
開
校
認
可
を

受
け
て
い
る
の
で
、
こ
の
日

を
創
立
記
念
日
と
し
て
い
る
。

　

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
）

の
学
制
改
革
で
筑
紫
高
等

学
校
と
校
名
を
改
称
し
た

が
、
こ
の
年
か
ら
校
地
校
舎

は
国
や
県
に
よ
っ
て
福
岡
学

芸
大
学
へ
の
転
用
が
計
画
さ

れ
、昭
和
27
年（
１
９
５
２
）

現
在
地
に
移
転
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。（
校
舎
移
転
反
対

運
動
に
つ
い
て
は
「
同
窓
会

会
報
」
59
号
に
記
念
館
収
蔵

品
紹
介
⑥
と
し
て
紹
介
し

た
）

　

こ
の
地
で
の
筑
紫
中
学

校･

筑
紫
丘
高
校
の
期
間
は

わ
ず
か
25
年
。
そ
の
後
学
芸

大
学
か
ら
九
州
芸
術
工
科
大

学
に
な
り
、
現
在
は
九
州
大

学
大
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
、

芸
術
工
学
部
等
の
校
舎
群
が

建
て
ら
れ
て
い
る
。
今
、
筑

紫
中
学
校
当
時
の
正
門
跡
近

く
に
、
か
つ
て
玄
関
車
寄
せ

に
使
わ
れ
た
半
球
形
の
飾
り

石
が
四
基
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

傍
ら
に
は
、
来
歴
や
新
旧

校
歌
が
書
か
れ
た
陶
板
を
は

め
込
ん
だ
「
発
祥
之
地
」
の

碑
が
創
立
55
周
年
に
同
窓
会

創
立
当
初
と
移
転
当
初
の
名
残に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
現
在
の
福
岡
高
校

本
館
は
、
創
立
当
初
の
筑
紫

中
学
校
と
ほ
ぼ
同
じ
設
計
な

の
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。
昭
和
２
年
の
福
岡
中
学

校
（
現
在
の
福
岡
高
）
火
災

で
焼
失
し
た
校
舎
再
建
を
急

ぐ
た
め
、
筑
紫
中
の
設
計
を

参
考
に
し
た
と
い
う
。
デ
ザ

イ
ン
が
多
少
異
な
っ
て
い
る

箇
所
も
あ
る
が
、
筑
紫
中
の

面
影
を
残
し
て
い
る
。

　

学
校
全
面
移
転
の
受
け
入

れ
地
と
な
っ
た
現
在
地
に
は
、

笹
竹
が
生
い
茂
る
丘
陵
地
を

造
成
し
て
木
造
モ
ル
タ
ル
校

舎
が
建
て
ら
れ
た
。
本
館
正

面
部
分
だ
け
が
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
で
、
玄
関
上
部
に
校

章
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
校

章
は
木
製
、
黒
地
で
四
菱
に

梅
鉢
、
高
の
文
字
は
金
色

だ
っ
た
。

（
平
成
28
年
4
月
1
日
～
平
成
29
年
3
月
31
日
、掲
載
は
受
付
順
、敬
称
略
）

教
育
支
援
基
金
受
付
名
簿　

総
額
５
５
３
万
円
に

　

加
藤
久
嘉
（
定
15
）
松
崎
芳
之
（
高
17
）
綾
部

純
子（
高
36
）松
下
則
通（
高
18
）松
本
精
一
郎（
高

14
）
廣
田
武
夫
（
高
6
）
渡
邊
博
志
（
高
34
）
宮

崎
純
一（
高
30
）  

榎
本
秀
伸（
高
17
）
大
賀
和
夫･

真
理
子（
高
17
）
富
田
紘（
高
12
）
生
田
征
生（
高

15
）
稲
員
大
三
郎（
高
15
）
緒
方
裕
二（
高
29
）
中

西
賢
太
（
高
38
）
前
川
健
太
（
高
49
）
渡
邊
達
哉

（
定
18
）
高
26
回
生
有
志
、
後
藤
景
子
（
高
47
）

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
れ
ま
で
の
基
金
総
額
は

５
５
３
万
１
６
９
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

◇　
　
　
　
　
　
　

◇

　

｢

教
育
支
援
基
金｣

は
平
成
24
年
１
月
か
ら
家

庭
経
済
環
境
の
急
変
な
ど
に
よ
り
進
学
費
用
の
確

保
が
困
難
な
生
徒
に
対
す
る
教
育
支
援
の
た
め
の

基
金
で
す
。
学
校･

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓
会
の
３
者
が

教
育
援
助
実
行
委
員
会
を
設
置
、
教
育
支
援
金
受

給
者
を
決
定
し
給
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
15
人
の
生
徒
に
教
育
支
援
金
を
渡
し

ま
し
た
。
そ
の
中
の
生
徒
さ
ん
ら
か
ら
後
日
お
礼

状
が
届
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
前
途
有
為
な
後
輩

を
支
援
す
る
た
め
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

教
育
支
援
基
金
へ
の
協
賛
は
、
郵
便
振
替
口
座

記
号
番
号
０
１
７
１
０
・０
・１
３
７
９
３
４
、
口

座
名
義｢

筑
紫
丘
高
等
学
校
教
育
支
援
基
金｣

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
同
窓
会

事
務
局
へ
。（
本
基
金
は
寄
付
金
控
除
が
認
め
ら

れ
て
お
ら
ず
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
）

半球形の飾り石が残る「発祥之地」の風景

旧
校
舎
玄
関
の
車
寄
せ
。半
球
形
の
飾
り
石

が
見
え
る

移転直後の正門と校舎。正門と玄関は現在と同じ位置

玄関に掲げられていた木製校章

首都圏同窓会に620人参加 過去最多の規模
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「
福
岡
県
立
筑
紫
丘
高
等
学

校
創
立
90
周
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

『
チ
ー
ム
筑
紫
丘
合
同
演
奏
会
』

～
筑
高
音
楽
部
・
吹
奏
楽
部
卒
業

生
が
指
揮
す
る
バ
ン
ド
丘
に
集
う

♪
～
」
を
３
月
12
日
、
本
校
講
堂

で
、
開
催
し
ま
し
た
。

（
大
石
純
子　

高
35
）

　

本
校
吹
奏
楽
部
は
音
楽
部
と
し

て
発
足
以
来
57
年
の
歴
史
が
あ

り
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
（
筑
吹
会
）

員
は
１
０
０
０
人
を
超
し
て
い
ま

す
。
毎
年
開
催
し
て
い
る
定
期
演

奏
会
で
は
、
現
役
部
員
と
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
と
の
合
同
ス
テ
ー
ジ
は
恒
例

と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
筑
吹

会
員
が
卒
業
後
も
楽
器
を
続
け
て

お
り
、
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
者

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
会
で
は
他
校
を
指
導
す
る
ラ

イ
バ
ル
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
丘
で

青
春
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
燃
や
し
た

先
輩
後
輩
の
活
躍
や
結
果
は
常
に

気
に
な
る
も
の
で
、
お
互
い
に
声

を
掛
け
合
う
存
在
で
す
。
そ
ん
な

『
チ
ー
ム
筑
紫
丘
』
の
仲
間
で
一

緒
に
演
奏
会
が
…
で
き
れ
ば
講
堂

で
…
で
き
な
い
も
の
か
、
と
企
画

し
た
の
が
今
回
の
始
ま
り
で
す
。

　

実
行
委
員
会
を
結
成
し
、
２
度

の
打
ち
合
わ
せ
を
経
て
、
司
会
に

月
野
直
美
さ
ん
（
高
37
）、
指
揮

に
松
井
三
義
前
副
校
長
（
高
30
）

を
お
迎
え
し
て
、
各
校
の
２
年
生

で
行
う
合
同
演
奏
（
１
０
０
名
）

に
は
顧
問
も
演
奏
で
参
加
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

合
同
練
習
は
当
日
の
み
と
い
う

限
ら
れ
た
日
程
で
し
た
が
、
演
奏

に
協
力
（
？
）
し
て
く
れ
た
各
校

部
員
の
奮
闘
に
よ
っ
て
、
谷
口
健

Ｏ
Ｂ
会
長
の
開
会
の
挨
拶
か
ら
ア

ン
コ
ー
ル
の
「
恋
」
ま
で
、
完
全

燃
焼
で
演
奏
会
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い

チ
ー
ム
筑
紫
丘
合
同
演
奏
会

現
役
と
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
集
い

本
校
創
立
90
周
年
祝
う

　

丘
女
会
の
会
長
を
昨
年
10
月
、

お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
、

責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
先
輩
方
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
、

丘
女
会
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

私
が
筑
紫
丘
高
校
に
在
学
し
て

「
丘
女
会
」だ
よ
り

明
日
を
創
っ
て
い
き
た
い 

原
田
ゆ
み
子
（
会
長
　
高
20
）

い
た
こ
ろ
は
、
女
子
は
全
体
の
２

割
弱
で
し
た
。
今
は
５
割
が
女
子

と
の
こ
と
。
社
会
は
大
き
く
変
わ

り
、
女
性
の
活
躍
の
場
は
格
段
に

広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
同
窓

会
に
も
女
子
部
が
必
要
だ
と
い
う

こ
と
で
、
平
成
25
年
に
丘
女
会
は

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
相
互
の

連
携
、
自
己
啓
発
、
在
校
女
生
徒

の
支
援
な
ど
母
校
や
社
会
へ
の
貢

献
を
目
的
と
し
て
、
活
動
し
て
い

ま
す
。
立
ち
上
げ
に
ご
尽
力
さ
れ

た
山
本
睦
子
前
会
長
は
じ
め
、
諸

先
輩
方
の
ご
苦
労
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　

今
年
度
は
母
校
の
創
立
90
周
年

に
併
せ
、
丘
女
会
と
し
て
在
校
生

向
け
に
図
書
館
に
図
書
を
寄
贈
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
毎
年
恒

例
の
丘
女
会
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
講

演
会
を
秋
に
開
催
し
ま
す
。

　

広
報
な
ど
も
充
実
し
よ
う
と
イ

ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
の
ほ
か
広
報

委
員
会
も
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
、
在
校
生
の
支
援
に
つ
な
が

る
よ
う
な
こ
と
が
何
か
で
き
な
い

か
な
ど
皆
で
一
緒
に
考
え
な
が
ら
、

丘
女
会
の
明
日
を
創
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
一
人
で

も
多
く
の
方
が
丘
女
会
の
活
動
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

と
も
か
く
、
部
活
動
に
明
け
暮

れ
、
フ
ル
ー
ト
ば
か
り
吹
い
て
い

た
。
私
が
現
役
の
こ
ろ
の
音
楽
部

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　

福
岡
市
生
ま
れ
。
全
国
紙

記
者
を
経
て
現
在
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
。
著
書
に
「
31
文
字

の
な
か
の
科
学
」「
短
歌
を

詠
む
科
学
者
た
ち
」
な
ど
。

２
０
１
６
年
10
月
か
ら
翌
年

１
月
ま
で
西
日
本
新
聞
文
化

面
で
随
筆
「
ア
イ
ロ
ン
を
か

け
る
時
間
」を
連
載
。
沖
縄・

石
垣
島
在
住
。

音
楽
部
の
日
々
を
思
う

松
村
由
利
子（
歌
人
　
高
31
）

（
現
吹
奏
楽
部
）
は
、
大
み
そ
か

と
正
月
三
が
日
く
ら
い
し
か
休
み

の
な
い
と
こ
ろ
で
、
ほ
と
ん
ど
体

育
会
系
の
厳
し
さ
だ
っ
た
。

　

家
に
帰
れ
ば
、
Ｆ
Ｍ
放
送
の
エ

ア
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
り
、
レ
コ
ー

ド
を
聴
き
比
べ
た
り
し
、
あ
と
は

寝
る
だ
け
の
日
々
だ
っ
た
か
ら
、

新
聞
社
に
入
っ
て
か
ら
「
も
う
少

し
ち
ゃ
ん
と
勉
強
し
て
い
た
ら
な

あ
」
と
自
分
の
怠
惰
さ
を
後
悔
す

る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
二
〇
一
五
年
に
出
版

さ
れ
た
菅
野
恵
理
子
著
『
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
は
「
音
楽
」
で
人
を

育
て
る
』（
ア
ル
テ
ス
パ
ブ
リ
ッ

シ
ン
グ
）
を
読
ん
だ
と
き
、
改
め

て
音
楽
部
の
仲
間
や
先
生
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。

　

こ
の
本
は
、
米
国
の
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
大
学
に
お
け
る
リ
ベ
ラ

　

私
た
ち
高
18
回
生

は
当
年
と
っ
て
ち
ょ

う
ど
70
歳「
古
希
」を

迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。戦
後（
昭
和

22
年
）
の
日
本
が
敗

戦
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る
さ

な
か
に
生
を
受
け
、
産
声
を
発
し

ま
し
た
。
思
え
ば
私
た
ち
の
成
長

期
は
、
日
本
の
戦
後
復
興
の
歴
史

そ
の
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
生
ま
れ
、
大
競

争
時
代
を
生
き
抜
き
、
厳
し
く
も

楽
し
い
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
６
月
の
同
窓
会
総
会
後
の

同
期
の
会
で
常
任
幹
事
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
。
光
栄
な
こ
と
で
す

が
、私
に
で
き
る
か
不
安
で
し
た
。

　

最
初
の
大
仕
事
が「
古
希
同
窓

会
」開
催
準
備
で
す
。14
人
の
同
級

生
と
昨
年
９
月
、
準
備
委
員
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り

顔
が
違
う
よ
う
に
個
性・
考
え
方

が
千
差
万
別
で
す
。
苦
労
も
あ
り

ま
す
が
、
心
あ
る
友
と
酒
を
酌
み

交
わ
し
親
交
を
深
め
ら
れ
る
喜
び

を
か
み
し
め
て
い
ま
す
。

　

古
希
同
窓
会
は
10
月
１
日
、
ホ

テ
ル
日
航
福
岡
で
行
い
ま
す
。
３

月
上
旬
に
同
窓
生
約
５
５
０
人
の

う
ち
住
所
の
分
か
る
３
７
０
人
に

開
催
通
知
を
発
送
し
、
今
は
た
だ

「
来
て
よ
か
っ
た
！
懐
か
し
か
っ

た
！
楽
し
か
っ
た
！
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
皆
と
頑
張
る
だ
け
で
す
。

　

最
後
に「
人
生
に
泣
き
、酒
に
笑

い
、人
の
温
か
い
心
を
知
る
」人
と

し
て
生
き
て
い
き
た
い
。
幸
せ
な

人
生
を
つ
く
る
も
の
…
い
い
人
間

関
係
に
尽
き
る
、と
考
え
ま
す
。

　
「
人
生
は
８
合
目
か
ら
が
面
白

い
」。こ
れ
か
ら
も
請
わ
れ
る
ま
ま

に
精
い
っ
ぱ
い
、
人
の
お
世
話
が

で
き
た
ら
幸
せ
で
す
。

（
Ｙ
・Ｏ　

高
18
）

宴座

た
関
係
各
位
の
方
々
、
ご
来
場
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

８
月
11
日
午
後
５
時
か
ら
ア
ク

ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
る
本
校
吹
奏
楽
部
第
48

回
演
奏
会
で
は
、
さ
ら
に
磨
か
れ

た
筑
高
サ
ウ
ン
ド
を
お
届
け
し
ま

す
。
こ
ち
ら
も
ご
来
場
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
『
チ
ー
ム
筑
紫
丘
合
同
演
奏

会
』
実
行
委
員

　

小
野　

進
（
筑
紫
台
高　

高
33

　

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）

　

大
石
純
子
（
筑
紫
丘
高　

高
35

　

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

　

久
保
田
留
美
（
福
岡
市
立
原
中

　

高
36　

フ
ル
ー
ト
）

　

鬼
木
宏
幸
（
小
郡
市
立
小
郡
中

　

高
46　

サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
）

ル
・
ア
ー
ツ
教
育
の
実
践
を
紹

介
し
て
い
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
に

限
ら
ず
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
、
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
Ｍ
Ｉ

Ｔ
）
を
は
じ
め
と
す
る
有
名
大
学

で
は
、
特
に
音
楽
家
を
目
指
す
わ

け
で
は
な
い
学
生
た
ち
が
、
楽
器

演
奏
の
実
技
を
含
む
、
さ
ま
ざ
ま

な
音
楽
科
目
を
履
修
し
て
い
る
と

い
う
。
音
楽
史
や
芸
術
史
を
学
ぶ

の
は
、
人
間
社
会
と
芸
術
表
現
が

時
代
に
よ
っ
て
ど
う
変
化
し
て
き

た
の
か
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
他

の
奏
者
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
つ
つ

合
奏
す
る
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
磨
く
こ
と
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

　

バ
ッ
ハ
か
ら
現
代
日
本
の
作
曲

家
ま
で
、
高
校
時
代
に
演
奏
し
た

曲
は
幅
広
い
。
そ
の
経
験
が
、
自

分
の
内
面
を
い
か
に
育
ん
で
く
れ

た
か
、
つ
く
づ
く
思
う
。
そ
し
て
、

あ
の
音
楽
部
の
自
主
性
に
富
ん
だ

練
習
形
態
や
自
由
な
雰
囲
気
こ
そ
、

筑
紫
丘
高
校
の
リ
ベ
ラ
ル
な
校
風

に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
か
と
考
え
る
。

　

私
た
ち
の
学
年
は
、
高
校
二
年

と
三
年
の
二
回
、
全
日
本
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
の
全
国
大
会
に
九
州

代
表
と
し
て
出
場
す
る
機
会
を
得

た
。
そ
の
こ
と
は
今
も
大
き
な
誇

り
で
あ
る
が
、
本
当
に
大
切
な
も

の
は
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
勝
ち
負
け

で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

　
「
経
験
に
マ
イ
ナ
ス
な
し
」
と

い
う
。
多
感
な
高
校
時
代
に
何
か

に
打
ち
込
む
こ
と
は
、
生
涯
に
わ

た
る
糧
と
な
る
は
ず
だ
。
私
の
よ

う
な
劣
等
生
に
な
っ
て
は
困
る
が
、

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
後
輩
た
ち
が
、

部
活
動
で
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
重

ね
、
人
生
を
よ
り
豊
か
に
し
て
く

れ
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。

講堂で開かれた合同演奏会

演奏会後の「OB・OG祭」

◆牟田和恵さん講演会◆
　丘女会は10月7日(土)午後1時30
分から学校視聴覚教室で講演会
を開催します。
☆託児あり☆　（未就学児）
牟田さんの著書を全員にプレゼ
ント

　在校生やPTAの皆さまもご参加ください
＜プロフィール＞
　高27回卒業生、大阪大学教授、社会学者。1989年、日本
で初めて「セクハラ」の言葉を流通させるきっかけとなっ
た福岡セクハラ裁判に関わる。現在「キャンパス・セクシュ
アル・ハラスメント・全国ネットワーク」の中心メンバー
の１人として、この問題に理論・実践の両面から取り組む。

●講演会
　「まちがいだらけのセクハラ常識〜なぜ男性は女
性のNO！に気付かないのか〜」
　セクハラは他人事ではありません。
　実際の事例とその背景にある男女の心理。認識不
足から生じるトラブルを未然に防ぐためにも男女問
わず、多くの方にぜひ聞いていただきたい内容です。

丘女会イベントのお知らせ
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ザ
・
部
活

　

相
手
校
で
あ
る
修
猷
館
高
と
は

よ
く
練
習
試
合
を
し
て
い
ま
す
。

新
チ
ー
ム
発
足
か
ら
今
日
ま
で
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
勝
利
を

つ
か
め
る
よ
う
、
精
い
っ
ぱ
い
頑

張
り
ま
す
。
先
輩
方
が
守
っ
て
き

た
良
き
伝
統
を
受
け
継
ぐ
と
と
も

　

本
校
の
創
立
90
周
年
に
ち
な

む
他
校
と
の
記
念
試
合
が
９
月

17
日
開
か
れ
る
。
出
場
す
る

チ
ー
ム
の
意
気
込
み
を
聞
い
た
。

　
試
合
形
式
に
よ
る
練
習
を

　

私
た
ち
百
人
一
首
部
は
「
団
体

戦
で
全
国
大
会
出
場
」
と
い
う
目

標
に
向
か
っ
て
、
日
々
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。
宇
美
か
る
た
会
に

は
技
術
面
で
の
指
導
を
し
て
い
た

だ
き
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
週
３
日
の
放
課
後
、

筑
心
堂
で
試
合
形
式
に
よ
る
練
習

を
重
ね
て
い
ま
す
。
文
化
祭
時
に

は
、
百
人
一
首
の
体
験
を
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
互
い
に
信
頼
で
き
る

チ
ー
ム
に
な
る
べ
く
、
た
く
さ
ん

の
衝
突
と
話
し
合
い
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
仲
間
の
性

格
、
試
合
の
ス
タ
イ
ル
を
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
互
い
を
尊
重

で
き
る
良
い
チ
ー
ム
に
近
づ
い
て

き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

県
予
選
に
向
け
て
更
な
る
向
上

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
昨
年
の

先
輩
方
に
引
き
続
き
、
目
標
を
達

成
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

　「
ら
し
さ
」
に
こ
だ
わ
る

　

私
た
ち
放
送
部
は
昨
年
の
春
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ

ス
ト
に
出
場
し
ま
し
た
。
ア
ナ
ウ

ン
ス
部
門
と
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
部
門
で
す
。

　

私
た
ち
が
作
っ
た
番
組
は
、
防

災
意
識
を
喚
起
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
で
す
。
熊
本
震
災
を
交
え
て
制

作
し
ま
し
た
。
実
際
に
熊
本
に
撮

影
に
行
っ
た
り
、
消
防
署
を
は
じ

め
た
く
さ
ん
の
場
所
に
取
材
に

行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
校
内
で
も

80
人
を
超
え
る
生
徒
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
人
の
協
力
で
出
来
上
が
り
ま
し

　

90
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年

に
私
た
ち
が
代
表
と
し
て
試
合
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
、
非
常
に

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
歴
史
あ
る

筑
紫
丘
高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
素
晴
ら

し
い
先
輩
方
に
少
し
で
も
近
づ
け

る
よ
う
に
日
々
練
習
に
励
み
、
記

念
試
合
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
３
年　

高
木
敬
太
郎
）

　

90
年
間
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て

き
た
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
こ
れ

か
ら
の
筑
紫
丘
に
つ
な
げ
て
い

く
と
い
う
責
任
を
果
た
す
た
め

に
、
私
た
ち
サ
ッ
カ
ー
部
は
チ
ー

ム
テ
ー
マ
で
あ
る
「W

e are 
Challengers

」
を
頭
に
入
れ
な

が
ら
、
こ
の
記
念
試
合
で
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
、
悔
い
の
な
い
も
の
に

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
応
援

　

今
回
、
90
周
年
記
念
試
合
に
参

加
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
私
た
ち
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
筑

紫
丘
高
校
に
勇
気
と
感
動
を
与
え

る
と
い
う
使
命
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
使
命
の
も
と
記
念
試
合
で
は
、

こ
れ
ま
で
努
力
し
て
き
た
こ
と
を

出
し
切
り
、
勝
利
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
３
年　

中
臣
太
一
）

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

百
人
一
首
部

放
送
部

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

サ
ッ
カ
ー
部

ラ
グ
ビ
ー
部

☆「感謝忘れず　９０周年
記念総会へ」　
� 来嶋一道（実行委員長）
　待ちに待った、創立90周
年記念の同窓会総会（６月

３日）が近づいてきました。
　この１年余、当番幹事学年の私たち
４０回生一同、趣味も家庭も仕事も投げ
うって（？）全力で準備を進めてきました。
特に同窓会執行部・事務局の先輩方、
３９回卒の先輩方には、準備の内容か
ら進め方、勘所に至るまで、懇切にご
指導いただき、感謝に堪えません。
　大変な準備活動でしたが、高校時代
の仲間と旧交を温め、当時は接点の薄
かった同窓生とも交友を広げつつ、楽し
く進めることができました。
　卒業から３０年を経て、そんな大変な、
でも楽しい日々の中でしみじみ思うのは、
筑高っていいな、ということ。在学中は
何のためにこんなこと勉強するの？と思っ
ていたことが思わず役に立ったり、筑高
卒というだけで、出会ったばかりの先輩・
後輩といきなり絆（きずな）ができたり。
ここで学んだ３年間があって今の自分が
ある、という感謝を忘れず、身に余る大
役ですが、最後まで務め通します！

☆「筑高通りもん」もあ
ります� 秋丸健二
　今まで常任幹事やＩＴ委
員として同窓会に携わりな
がら、いろんな記念品や物

販品を見てきました。今年は９０周年の
記念すべき年。いいものを提供するため、
事務局や仲間と話し合ってきました。
　企画できるまたとない機会を楽しみな

がら、たくさんのアイデアが出てきました。
記念品としては「９０周年の卒寿色・紫
色の今治タオル」が決定。物販品も「筑
高通りもん」をはじめとして「筑高金太
郎飴」「筑高コーヒー」「筑高多色ボー
ルペン」など次 に々決まってきました。同
級のデザイナーや印刷のプロとの協力は
もちろん、後輩のコーヒー焙煎士や記
念文具取扱のプロとも協業でき、皆さま
に喜んでいただけるものづくりができたの
ではないかと思っています。　
　ぜひ総会・懇親会にお越しいただき
記念品や物販品をお買い求めください。
それが母校愛を育む一助となれば幸い
です。収益は遠征費や今後の広告費な
ど、同窓会を盛り上げるために活用しま
す。

☆「盛況でした｢アンダー
40の会｣� 高橋里奈
　2月25日に「アンダー40
の会」を開催しました。今
回は学年同士の交流を盛

り上げようと「ボウリング大会」（天神
ROUND1）と「交流会」（ソラリア西
鉄ホテル17階トランスブルー）の２部構
成で企画しました。交流会の参加者は
40回生を含めて102人となりました。
　ボウリング大会では、ストライク賞を準
備していたのですが、最後は賞品が足
りなくなるほど続出しました。着ぐるみで
楽しませてくれる人も出現して盛り上がり
ました。
　交流会では、ボウリング大会の表彰式
（個人、チーム）の後、あらかじめ記
入をお願いしたカードを利用しての「自
己PRタイム」。当日いきなりの指名にも関
わらず（さすがは筑高生）仕事のこと、
個人的な活動のこと、近況など楽しいトー

クが続きました。
　楽しい時間はあっという間でした。「初
めて参加しましたがとても楽しかったです。
また来たい」と声をかけてもらえたのが
とても嬉しかったです。閉会後、エレベー
ターホールに向かう皆さんの笑顔。6月
の総会・懇親会で再会できるのを楽しみ
にしています。

☆首都圏チームも続きます！
首都圏実行委員長　小林
真紀子
　総会の開催まであとわず
かとなりましたね。福岡チー

ムの慌ただしさを東京より見守り、時には
電話で励ましのエールを送り、鼓舞して
いるところです。各イベントで筑高マーク
入りの「スペシャル通りもん」の劇的な
売れ行きを見ておりますが、今年の総会
はかなりいい線をいきそうですね！　ぜひ
その勢いを関西、そして秋の首都圏総
会へとつなげていきたいと願っています。
　その首都圏ですが、11月11日に目黒
雅叙園で東京総会を開催することが正
式決定いたしました。昨年ステージでタ
スキを引き継ぎました際はまだまだ一年あ
る…と思っておりましたが、月日はあっと
いう間に流れ、もう半年後に。１並びの
縁起の良い日に同級生たちとどんな楽し
い時間を演出し、会場を笑顔で包むこ
とができるのか、今からドキドキ、キュン
キュン、たまに胃がキューっとしております
（笑）。
　福岡チームの手際の良さと結束力を
見習いつつ、首都圏チームも楽しみな
がら企画を練ってまいります。皆さまを雅
叙園でにこやかに「おかえり！」とお迎え
できますことを心より楽しみにしております。
首都圏の方もどうぞ期待してくださいね！

近　況 高40回

ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。　　
（
３
年　

渡
辺
美
桜
）

　
【
平
成
28
年
度
大
会
成
績
】

・
第
40
回
全
国
高
校
総
合
文
化

祭
・
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
大
会

団
体
戦
出
場　

県
代
表
（
清
田
・

升
永
・
田
中
琢
）

・
全
国
高
校
小
倉
百
人
一
首
か
る

た
選
手
権
大
会
出
場　

県
代
表

（
清
田
・
田
中
琢
・
姫
野
・
田
中

凪・藤
野・磯
田・佐
々
木・土
井
）

・
第
６
回
九
州
地
区
高
校
小
倉
百

人
一
首
か
る
た
大
会
団
体
戦
出
場

　

県
代
表
（
道
給
・
村
上
・
西
方
・

佐
々
木
・
土
井
・
渡
辺
・
竹
田
）

た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ア
ナ
ウ
ン
ス
で
は
、

さ
す
が
全
国
大
会
。
ど

の
生
徒
も
本
当
に
上
手

で
し
た
。
ア
ナ
ウ
ン
ス

は
「
読
む
」
と
は
言
い

ま
す
が
、
読
ん
で
相
手

に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
決

勝
に
進
ん
だ
生
徒
た
ち

の
〝
読
み
〟
は
、
一
人

ひ
と
り
違
っ
た
技
術
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
３
年　

村
田
龍
平
）

に
、
よ
り
成
長
し
た
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
に
で
き
る
よ
う
努
め
て
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平成29（2017）年６月１日（木）第 61 号 （ 6 ）筑 紫 丘 高 校 同 窓 会 会 報
平成28年度　同窓会費収支決算報告書

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
科　目 予　算　額 決　算　額 差引増減額 説　　　明

前年度繰越金 603,281 603,281 0 前年度繰越金
会 費 15,404,000 15,190,300 △ 213,700 入会金＠10,000×432名分・月会費＠700×延べ15,529名分
雑 収 入 92,719 29,595 △ 63,124 預金利息

計 16,100,000 15,823,176 △ 276,824
支出の部
科　目 予　算　額 決　算　額 差引増減額 説　　　明

総 務 費 6,750,000 6,441,100 308,900
会　議　費 650,000 686,874 △ 36,874 役員会・常任幹事会・各委員会等
人　件　費 2,900,000 2,885,000 15,000 事務局長・事務局員等報酬
旅　 　 費 750,000 738,780 11,220 各支部総会・役員会・常任幹事会等出席旅費
渉　外　費 700,000 614,898 85,102 各支部総会・各回期総会・学校行事等祝儀
備　品　費 150,000 149,333 667 ノートパソコン他
需　用　費 600,000 583,053 16,947 光熱水費・電話代・郵送料・消耗品等
保守管理費 1,000,000 783,162 216,838 システム管理・ホームページ管理・多機能プリンタ保守等
事 業 費 8,250,000 7,907,928 342,072
育　成　費 3,200,000 2,843,000 357,000 各支部総会・各回期育成、東京研修、就活支援等
広　報　費 600,000 623,770 △ 23,770 会報編集経費・会報印刷費等
慶　弔　費 550,000 541,158 8,842 卒業記念品、転・退職記念品料、弔事
定期総会費 700,000 700,000 0 定期総会開催運営費
学校応援費 1,800,000 1,800,000 0 学校・在校生応援、校舎全面改築期成会活動費等
教育支援費 1,000,000 1,000,000 0 教育支援基金へ繰り出し
資料整理費 400,000 400,000 0 記念館資料の整理・デジタル化作業費
積 立 金 1,000,000 1,000,000 0
積　立　金 1,000,000 1,000,000 0 同窓会積立金会計へ繰り出し
予 備 費 100,000 0 100,000
予   備   費 100,000 0 100,000
計 16,100,000 15,349,028 750,972

次期繰越金 0 474,148
総合計 16,100,000 15,823,176 276,824

残高474,148円は平成29年度会計への繰越金として、福岡銀行大橋支店に預金中
上記のとおり決算報告いたします。
　　　平成29年３月31日
	 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　生　田　征　生 ㊞
監査の結果適正に処理されており、上記のとおり相違ないことを認めます。
　　　平成29年４月12日
	 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　監査　大　坪　一　彦 ㊞
	 監査　渡　辺　　　朗 ㊞
上記決算報告は、平成29年５月10日の常任幹事会で承認されましたので報告します。
　　　平成29年６月３日
	 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　生　田　征　生 ㊞

平成29年度　同窓会費収支予算書
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
科　 目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 説　　　明

前年度繰越金 550,000 603,281 △ 53,281

会 費 15,404,000 15,404,000 0 入会金@10,000×440名会費@700×延べ15,720名（1,310名×12月）
繰 入 金 1,000,000 1,000,000 90周年記念関係費として積立金会計より繰り入れ
雑 収 入 46,000 92,719 △ 46,719 預金利息その他

計 17,000,000 16,100,000 900,000
支出の部
科　目 予　算　額 前年度予算額 差引増減額 説　　　明

総 務 費 6,800,000 6,750,000 50,000
会　議　費 600,000 650,000 △ 50,000 役員会、常任幹事会、各種委員会
人　件　費 2,900,000 2,900,000 0 事務局長、事務局員等報酬
旅　 　 費 750,000 750,000 0 各支部総会・役員会、常任幹事会等出席旅費
渉　外　費 800,000 700,000 100,000 各支部・各回期総会・学校行事･90周年記念祝儀等
備　品　費 150,000 150,000 0 ノートパソコン他
需　用　費 600,000 600,000 0 光熱水費、電話代、郵送料、消耗品等
保守管理費 1,000,000 1,000,000 0 システム管理・ホームページ管理・印刷機保守費用等
事 業 費 9,100,000 8,250,000 850,000
育　成　費 3,200,000 3,200,000 0 各支部・各回期育成、東京研修・就活支援等
広　報　費 800,000 600,000 200,000 会報編集経費､ 会報印刷費等 ･ 90周年記念誌費用
慶　弔　費 1,200,000 550,000 650,000 卒業記念品､ 90周年記念品､寿賀扇子作成･弔事等
定期総会費 700,000 700,000 0 定期総会開催運営費
学校応援費 1,800,000 1,800,000 0 在校生応援、校舎全面改築促進期成会活動費等
教育支援費 1,000,000 1,000,000 0 教育支援基金会計へ繰り出し
資料整理費 400,000 400,000 0 記念館資料の整理・デジタル化作業費
積 立 金 1,000,000 1,000,000 0
積　立　金 1,000,000 1,000,000 0 同窓会積立金会計へ繰り出し
予 備 費 100,000 100,000 0
予   備   費 100,000 100,000 0
計 17,000,000 16,100,000 900,000

上記のとおり提案いたします。
　　　平成29年５月10日	
	 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　生　田　征　生 ㊞
上記予算書は、平成29年５月10日の常任幹事会で承認されましたのでご報告します。
　　　平成29年６月３日	
	 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　生　田　征　生 ㊞

平成29年度　同窓会積立金収支予算書
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 説　　　明

積   立   金 22,020,000 31,015,122 △ 8,995,122 前年度までの積立金
繰　 入　 金 1,000,000 1,000,000 0 同窓会費会計から1,000,000円
雑　 収　 入 3,000 4,878 △ 1,878 預金利息

計 23,023,000 32,020,000 △ 8,997,000
支出の部
支出額 1,000,000円 90周年記念関係費用として 残高 22,023,000円を同窓会積立金として積み立てます。
上記のとおり提案いたします。		
　　　平成29年５月10日
	 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　生　田　征　生 ㊞
上記予算書は、平成29年５月10日の常任幹事会で承認されましたのでご報告します。
　　　平成29年６月３日	
	 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　生　田　征　生 ㊞

平成28年度　同窓会積立金収支決算報告書
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
科　目 予　算　額 決　算　額 差引増減額 説　　　明

積   立   金 31,015,122 31,015,122 0
繰　 入　 金 1,000,000 1,000,000 0 同窓会会計から受け入れ
雑　 収　 入 4,878 6,003 1,125 預金利息他

計 32,020,000 32,021,125 1,125
支出の部　支出額 10,000,000円 創立90周年記念事業実行委員会会計へ
収入額32,021,125円－支出額10,000,000円＝差し引き残額22,021,125円
残額22,021,125円は福岡銀行大橋支店に平成29年度積立金として預金中
上記のとおり決算報告いたします。				 
　　　平成29年３月31日	
	 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　生　田　征　生 ㊞
監査の結果適正に処理されており、上記のとおり相違ないことを認めます。				 
　　　平成29年４月12日	
	 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　監査　大　坪　一　彦 ㊞
	 監査　渡　辺　　　朗 ㊞
上記決算報告は、平成29年５月10日の常任幹事会で承認されましたので報告します。
　　　平成29年６月３日
	 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　生　田　征　生 ㊞

平成28年度　教育支援基金決算報告書
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
科　目 予　算　額 決　算　額 差引増減額 説      明

教育支援基金 5,506,853 5,506,853 0 前年度繰越金
繰    入    金 1,000,000 1,000,000 0 同窓会費から繰り入れ
募　　　　金 500,000 525,000 25,000 21件
雑　収　入 147 467 320 預金利息　
計 7,007,000 7,032,320 25,320

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
科　目 予　算　額 決　算　額 差引増減額 説      明

教育支援金 1,000,000 1,500,000 △ 500,000 教育支援実行委員会へ
事 　務 　費 10,000 630 9,370 振込手数料・受領書送付代
残　　　　高 5,062,000 5,531,690 444,853 次年度への繰越金

計 6,072,000 7,032,320 835,345
残高5,531,690円は平成29年度会計への繰越金として、ゆうちょ銀行へ預金中
上記のとおり決算報告いたします。
　　　平成29年３月31日	
	 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　生　田　征　生 ㊞
監査の結果適正に処理されており、上記のとおり相違ないことを認めます。
　　　平成29年４月12日
	 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　監査　大　坪　一　彦 ㊞
	 監査　渡　辺　　　朗 ㊞
上記決算報告は、平成29年５月10日の常任幹事会で承認されましたので報告します。
　　　平成29年６月３日
	 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　生　田　征　生 ㊞

平成29年度　教育支援基金予算書
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 説　　　明

教育支援基金 5,531,690 5,506,853 24,837 前年度繰越金
繰 入 金 1,000,000 1,000,000 0 同窓会費から繰り入れ
募 金 500,000 500,000 0  
雑 収 入 310 147 163 預金利息

計 7,032,000 7,007,000 25,000
支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 説　　　明

教育支援金 1,000,000 1,000,000 0 教育援助実行委員会から教育支援の要請を受け妥当と認めたときに支出
事   務   費 7,000 7,000 0 振込手数料等
残 　 　 高 6,025,000 6,000,000 25,000 次年度への繰越金

計 7,032,000 7,007,000 25,000
収入予定額7,302,000円－支出予定額1,007,000円＝差引残高6,025,000円を教育支援基金として積立ます｡
上記のとおり提案いたします。
　　　平成29年５月10日
	 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　生　田　征　生 ㊞
上記予算書は、平成29年５月10日の常任幹事会で承認されましたのでご報告します。
　　　平成29年６月３日
	 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　生　田　征　生 ㊞

平成28年度　同窓会活動記録（本部・各委員会･学校行事関係）
日付 会合 ・ 行事等 会　　場
28.４.４ 校長等管理職へ同窓会三役挨拶 校長室
28.４.７ 入学式 講堂
28.４.８ 新１年生記念館見学 記念館

28.４.11 監査・第１回会報委員会（会報59号原稿確認作業） 会議室

28.４.20 第１回役員会 会議室
28.４.22 筑友会歓送迎会 タカクラホテル
28.５.11 第２回役員会・第１回常任幹事会 視聴覚教室
28.６.４ 平成28年度同窓会定期総会 学校
28.６.13 翔丘祭（文化祭） ホテルニューオータニ博多
28.６.20 第１回学校評議員会 A会議室
28.６.30 第１回教育援助実行委員会 C会議室
28.６.30 校舎全面改築促進期成会 ホテルニューオータニ博多
28.８.２～４ ２年生東京研修 東京
28.８.13 第47回吹奏楽部定期演奏会 福岡市民会館
28.９.８ 丘上会役員会 学校
28.９.10 大運動会・第２回学校評議員会 学校

日付 会合 ・ 行事等 会　　場

28.９.21 創立90周年記念事業拡大実行委員会 B会議室

28.10.３ 第３回会報委員会（60号編集
会議） 会議室

28.10.８ 丘上会総会 天神テルラ
28.11.12 定期総会監査 会議室
28.12.７ 第３回役員会 会議室
29.１.21 第２回常任幹事会 天神スカイホール
29.１.19 第２回教育援助実行委員会 C会議室
29.１.29 教育支援金の授与式 校長室
29.２.15 第４回会報（第61号）委員会 会議室
29.２.28 同窓会入会式 講堂
29.３.１ 第69回卒業証書授与式･祝賀会 講堂･ホテルニューオータニ博多
29.３.４ 第４回役員会 会議室
29.３.17 第３回常任幹事会 視聴覚教室

29.３.19 第６回会報委員会（61号編集方針確認） 会議室

平成28年度各支部・各回等同窓会開催記録　平成28年４月１日～平成29年３月31日
日付 会合名 場　　所 出席人数

28.４.29 ラグビーフェスティバル（ラグビー部OB会） 学校運動場 400人

28.４.30 剣道部新入部員歓迎会（剣道部OB会） 学校食堂 200人

28.５.７ 定時制部総会 大東園 26人
28.５.19 高校８回生同窓会 八仙閣 28人

28.５.21 二八会（高５回）総会 ホテルニューオータニ博多
（大観苑） 25人

28.５.21 大分支部総会 壺中の天地 15人
28.５.28 くおた会（高25回） ひげ将軍 41人
28.６.４ 平成28年度定期総会 ホテルニューオオタニ博多 948人
28.６.４ 高校18回生同窓会 ｢キリン｣ホール 40人
28.６.11 野球部OB会定期総会 木曽路大橋店 20人
28.６.25 県警筑高会･福桜会 サンヒルズホテル 35人
28.７.４ 校内同窓職員歓送迎会 あほう鳥 19人

28.７.８ 春日市役所筑紫丘高校
同窓会総会 魚徳 40人

28.７.９ 筑四回（高４回）同窓会 セントラルホテルフクオカ 21人
28.８.11 高42回生同窓会 ソラリア西鉄ホテル 50人
28.８.24 福岡市役所・筑紫会 平和楼 50人
28.９.14 丘仁志会（高24回）総会 ザ･ヴィラズ福岡 38人
28.10.１ 丘女会イベント 視聴覚室及び食堂 113人
28.10.20 ｢筑高イレブン会｣（高11回）福新樓 52人
28.10.22 高校21回生同窓会 天神スカイホール 69人

28.10.23 関西支部総会 新大阪ワシントンプラ
ザホテル 139人

28.10.24 高13回生同窓会 アークホテルロイヤル天神 60人
28.10.27 高７回生同窓会 木曽路大橋店 45人
28.10.28 サンザン会（高10回） タカクラホテル 83人
28.11.５ 丘ふみ会（高23回） IP シティーホテル福岡 55人
28.11.10 高17回生同窓会 ホテル日航福岡 126人
28.11.12 首都圏同窓会 目黒・雅叙園 604人

日付 会合名 場　　所 出席人数
28.11.12 北九州支部総会 リーガロイヤルホテル小倉 34人
28.11.18 九筑会（高９回） 木曽路大橋店 27人
28.11.18 筑紫丘｢十二会｣総会 雑魚家 24人
28.11.21 ｢丘六有志の会｣（高６回）夢花 21人
28.11.27 高定18回生同窓会 博多サンヒルズホテル 22人
28.12.29 高41回生同窓会 黒船 西中洲店 35人
28.12.30 高31回生同窓会 平和楼 47人
28.12.30 高39回生同窓会 北海の宝石箱天神駅前店 42人
29.１.２ 高35回生同窓会 三信ホール 30人

29.１.２ 高48回生同窓会 アークホテルロイヤル
福岡天神 55人

29.１.２ 高49回生同窓会 西鉄グランドホテル 101人
29.１.２ 高52回生同窓会 THE VILLAS 35人
29.１.２ 高61回生同窓会 ソラリア西鉄ホテル 130人
29.１.２ 高62回生同窓会 西鉄グランドホテル 136人
29.１.３ 高32回生同窓会 平和楼 27人
29.１.３ 高33回生同窓会 福新樓 ８人
29.１.３ 高65回生同窓会 西鉄グランドホテル 271人
29.１.７ 筑高三九会（高16回生） 福新樓 26人
29.１.７ 高67回生同窓会 タカクラホテル 314人

29.１.７ 筑吹会（吹奏楽部OB･ 
OG）総会 天神テルラ 36人

29.１.８ 高44回生同窓会 いぶすき 16人
29.１.16 県立学校事務職員筑友会 木曽路大橋店 11人

29.２.９ 大野城市役所筑紫丘高
校同窓会 19人

29.２.24 高26回生同窓会 ホテルニューオオタニ博多 48人

29.２.24 九州電力（株）筑紫丘高校同窓会 頤和園 45人

29.３.11 ｢丘友会｣ 大東園 15人




